
（中学校からの）
調査書等受付期間

試 験 教 科
（ 各 5 0 分 ）

Web 合格発表

入学手続き期間
　　　　　※1

入学申込金※2

施設拡充費※2

注 意 事 項

合格者招集日

令和7年3月中学校卒業見込みの者
合格後、本校に入学の意思がある者

令和6年12月 2日（月）午前9時～
令和7年 1月22日（水）午後4時

令和6年12月 2日（月）午前9時～
令和7年 2月 5日（水）午後4時

令和6年12月 2日（月）午前9時～
令和7年 2月13日（木）午後4時

令和7年1月24日（金）

普通科・社会総合学科

国語・数学・英語

令和7年1月28日（火）午後4時～
令和7年1月31日（金）午後4時

令和7年2月12日（水）午後4時～
令和7年2月18日（火）午後4時

令和7年2月18日（火）午後4時～
令和7年2月25日（火）午後4時

国語・数学・英語

普通科・社会総合学科

国語・数学・英語

普通科・社会総合学科

令和7年1月28日（火）午後4時～ 令和7年2月12日（水）午後4時～ 令和7年2月18日（火）午後4時～

全額免除 190,000円※4

入学手続きに必要な書類等については、中学校長宛に郵送します。（合格発表当日到着予定）

190,000円※4

令和7年2月1日（土）午前9時 令和7年3月17日（月）午後2時

受験票・筆記用具・上靴・靴袋・昼食、服装は在学中学校の制服着用とします。

5 名 程 度 の 集 団 面 接 ( 1 5 分 程 度 ）

本校ホームページにて、合格発表を行います。

合格発表サイトからリンクする、入学金決済サイトの指示に従って納付金（入学申込金）を納入してください。

30,000円 ※3

令和7年2月7日（金） 令和7年2月15日（土）

令和7年 1月20日（月）～
令和7年 1月22日（水）

令和7年 1月31日（金）～
令和7年 2月 5日（水）

令和7年 2月12日（水）～
令和7年 2月13日（木）

• 特進プレミアムコースの受験生で合格基準に満たない場合、進学コースでの合格となる場合があります。
• 進学コースの受験生で、特進プレミアムコースの合格基準を満たしている場合、（本人の意思を確認の上）特進プレミアムコースでの 
  合格となる場合があります。
• アスリートコースは定員を満たした場合、進学コースでの合格となる場合があります。（部活動への参加は可能です）

※１ 入学手続きが期日までに完了されていない場合、入学は辞退されたものとします。
※２ 納入金（入学申込金・施設拡充費）はいかなる理由があっても返金いたしません。
※３ 入学申込金は入学手続き期間に納入してください。（学力・特技特待生SA級は納入不要）
※４ 一般（前期・後期）入試合格者は、合格発表サイトからリンクする入学金決済サイトの指示に従って、3月17日（月）午後12時までに納入してください。

※持参する場合、午前9時から午後4時の間に、本校事務室まで提出してください。
※郵送する場合、必ず書留郵便で受付期間内に届くように送付してください。

18,000円（返金はいたしません）

令 和 7 年 3 月 中 学 校 卒 業 見 込 み の 者出 願 資 格

入 試 区 分 専 願 入 試 前 期 入 試 後 期 入 試

転コース合格

受 験 料

試 験 日

携 行 品 等

面 接

Web 出願期間
受験料支払期間

科 コ　ー　ス

合　　　　計

卒業後の進路目標 専願・一般（前期／後期）

420名

160名

40名

40名

若干名

180名普 

通 

科

社
会
総
合
学
科

特 進 プ レ ミ ア ム コ ー ス

ア ス リ ー ト コ ー ス

隆 徳 館 コ ー ス

保 育 福 祉 コ ー ス

ビ ジ ネ ス コ ー ス

食 育 コ ー ス

グラフィックデザインコース

進 学 コ ー ス
進 学 系 統
グ ロ ー バ ル 系 統

国公立大学及び難関私立大学への進学
海外の大学への進学

大学・短期大学・専門学校への進学
警察官・消防士・市役所職員等、その他公務員

大学・短期大学・専門学校への進学
プロアスリート・インストラクターなど

国公立大学及び難関私立大学への進学
プロアスリート・社会人スポーツなど　

保育・福祉系大学・短期大学・専門学校への進学
保育・福祉系施設への就職

大学・短期大学・専門学校への進学
企業への就職

大学・短期大学・専門学校への進学
食品・外食産業企業への就職

デザイン・美術系大学・専門学校への進学
デザイン系企業への就職

２.入試概要

１.科・コース募集人員と卒業後の進路目標 ３．校納金月額（令和6年度実績）

①専願入試で入学する生徒については、月額10,000円を奨学費として支給減免するため上記の金額となります。（手続き不要）
       
②－１ 前期入試受験者で、祖父母、父母、兄姉が本学園（※1）卒業生の場合。
　－２ 前期入試受験者で、兄弟姉妹が本学園（※2）在校生の場合。
　－３ 前期入試受験者で、受験生が玉水幼稚園、月のうさぎ保育園卒園生の場合。
　　　　※1 本学園・・・玉水幼稚園／月のうさぎ保育園／沖学園高等学校（隆徳館高等部を含む）／博多商業高等学校
　　　　※2 本学園・・・隆徳館中学・高等学校／沖学園高等学校
　上記②の3項目のいずれかに当てはまる場合、施設拡充費の半額を奨学費として支給減免します。
　※出願情報を入力する際、必ず登録をしてください。
        
③入試の全区分において、在校生の兄姉については、授業料半額の軽減が適用されます。（学力・特技特待生との併用はできません）
　※出願情報を入力する際、必ず登録をしてください。

沖 四 郎
沖 隆 邦
川上亮一
学業優秀奨学生制度

育英奨学生制度
奨学生制度
奨学生制度

① 
②
③
④

（高校2年生・3年生対象）
（高校1年生対象）
（高校2年生・3年生対象）
（高校3年生対象）

（１）左記以外に、修学旅行のための積み立てがあります。
（海外・国内の選択制を予定）

（２）課外授業・補習は別途費用がかかります。
（３）4月に集団研修費、6月に補助教材費が別途必要に

なります。
（４）モバイル端末利用料金として月5,000円程度かかり

ます（本体代含む）。端末本体は卒業時に個人の所有
になります。

（５）校納金は改定することがあります。なお、いったん納
付された納入金は、いかなる理由があっても返金で
きません。

（６）入学後、申請をすることによって次の減免措置を受
けることができます。

a・就学支援金  所得要件を満たす世帯に支援があります。
b・学校納付金軽減措置  福岡県の減免措置制度であり、
詳細については入学後にご案内いたします。 

４．特典 

①普通科、社会総合学科どちらも特待生制度の対象となります。
②一般前期の学力特待生については、専願入試の特典である月額10,000円の支給減免はありません。
③毎年見直しがあり、長欠・問題行動等を起こした場合は、降級または取り消しとなります。
④一部の場合を除き、国の就学支援金を受給していることが必要となります。

５.特待生制度 

６.奨学生制度 【給付型】入学後、学業良好で、他の生徒の模範となる者に対し支給します。

男子寮（学校敷地内）と女子寮（博多区那珂）があります。原則、どちらも部活動生が対象となります。 

７.寮について

　 科 目 　

学力特待生

特技特待生

　　区 分　　

専願・一般前期

　 専 願 　

授 業 料
年収約590万円未満
34,000円
△33,000円
△500円
3,000円
5,000円
（6,000円）
3,000円
（4,000円）
11,500円
（13,500円）
1,500円
（3,500円）

34,000円
△9,900円
△500円
3,000円
5,000円
（6,000円）
3,000円
（4,000円）
34,600円
（36,600円）
24,600円
（26,600円）

34,000円
△0円
△500円
3,000円
5,000円
（6,000円）
3,000円
（4,000円）
44,500円
（46,500円）
34,500円
（36,500円）

年収約910万円未満 年収910万円以上
就学支援金の支給基準

△就 学 支 援 金
△県保護者負担軽減
施 設 費

教 育 充 実 費

そ の 他

一般生（前期・後期）
校 納 金 合 計

専願生校納金合計

※（　）内は隆徳館コースの金額

年収はあくまでも目安であり、家族構成等により異なります。

選　考　基　準　

　　入 試　　 特　典　内　容

制　度

専　願

一 般 前 期

SA級：入学申込金・授業料相当額を奨学費として支給減免します。

  A級：授業料半額相当額を奨学費として支給減免します。

SA級：入学申込金・施設拡充費・授業料相当額を奨学費として支給減免します。

  A級：施設拡充費半額・授業料半額相当額を奨学費として支給減免します。

・ 入学試験の成績及び調査書により総合的に判断し、優秀と認められる者。
※在籍中学校長の推薦書（調査書とともに提出）が必要です。
・ 欠席日数が中学校の3年間で30日以内である者。

・ スポーツ・文化活動等各種競技種目において、優れた技能の上に学業及び生活態度を総合的に
　判断し、優秀と認められる者。
※在籍中学校の推薦書が必要です。
・ 欠席日数は中学校の3年間で30日以内を基準とする。

※英語はリスニングを
　含みます。


